
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
、

介
護
保
険
給
付
費
の
通
知
を
発
送
し

ま
す
。
今
年
五
月
か
ら
八
月
ま
で
の

利
用
分
を
十
月
中
に
郵
送
す
る
予
定

で
、
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
は
居
宅

サ
ー
ビ
ス
費
と
食
費
を
含
む
施
設
サ

ー
ビ
ス
費
で
す
。

な
お
、
郵
送
さ
れ
る
介
護
保
険
給

付
費
通
知
に
は
、
利
用
者
が
支
払
っ

た
利
用
料
と
介
護
保
険
か
ら
支
払
わ

れ
た
保
険
給
付
額
の
合
計
が
記
載
し

て
あ
り
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
介
護
高
齢
福
祉

課
�
８
９
０
―
６
１
５
７
へ
。

本
紙
６
月
１
日
号
14
�
と
７
月
15

日
号
15
�
で
お
知
ら
せ
し
た
都
市
計

画
に
つ
い
て
、
九
月
十
二
日
付
で
下

表
の
と
お
り
決
定
し
た
の
で
、
関
係

図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

時
間
＝
執
務
時
間
内
　
場
所
＝
市
役

所
都
市
計
画
課
、
県
庁
都
市
計
画
課

○
…
問
い
合
わ
せ
は
市
都
市
計
画
課

�
８
９
０
―
６
９
４
４
へ
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
新
潟
県
中

越
地
震
で
は
、
建
築
物
が
倒
壊
し
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
教
訓
を
生
か
す
た
め
、
市
民
が

利
用
で
き
る「
耐
震
改
修
相
談
窓
口
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

主
に
在
来
工
法
の
木
造
二
階
建
て

住
宅
を
対
象
に
、簡
単
に
計
算
で
き
、

耐
震
性
の
目
安
が
立
て
ら
れ
る
「
わ

が
家
の
耐
震
診
断
票
」
を
用
意
。
ま

た
、
耐
震
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
の
貸

し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
精
密
な
診
断
や
木
造
以
外

の
建
物
に
つ
い
て
耐
震
性
の
相
談
を

受
け
た
い
人
に
は
、
建
築
士
事
務
所

の
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
建
築
指
導
課
�

８
９
０
―
６
７
５
３
へ
。

十
月
の
リ
サ
イ
ク
ル
月
間
に
併
せ

て
、
十
月
二
十
四
日
�
か
ら
二
十
八

日
�
ま
で
、
解
体
工
事
現
場
の
一
斉

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

建
築
物
の
解
体
や
増
改
築
な
ど
で

解
体
す
る
建
物
の
面
積
が
八
十
平
方

�
を
超
え
る
と
き
は
、
着
工
前
に
必

ず
市
役
所
建
築
指
導
課
へ
建
設
リ
サ

イ
ク
ル
法
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
課
�
８
９
０

―
６
７
５
４
へ
。

市
県
民
税
や
固
定
資
産
税
、
国
民

健
康
保
険
税
な
ど
の
納
税
に
は
、
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
金
融
機
関
や
口
座
な
ど
を
変

更
す
る
と
き
は
、
変
更
を
希
望
す
る

先
の
金
融
機
関
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

対
象
税
目
＝
市
県
民
税
（
普
通
徴
収

分
）、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

申
し
込
み
＝
預
貯
金
通
帳
と
届
け
出

印
、
納
税
通
知
書
を
用
意
し
預
貯
金

口
座
の
あ
る
金
融
機
関
や
郵
便
局
へ

そ
の
他
＝
申
し
込
ん
だ
日
の
翌
月
末

以
降
の
納
期
分
か
ら
各
納
期
の
最
終

日
に
振
り
替
え
し
、
不
能
の
と
き
は

市
か
ら
郵
送
す
る
督
促
状
を
用
意
し

金
融
機
関
や
市
役
所
収
納
課
、
各
支

所
・
出
張
所
で
納
付
。
な
お
、
振
替

済
通
知
書
は
一
月
と
三
月
（
軽
自
動

車
税
は
六
月
）
に
送
付

○
…
問
い
合
わ
せ
は
収
納
課
�
８
９

０
―
６
２
２
６
へ
。

◆
市
県
民
税
第
三
期
、
国
民
健
康
保

険
税
第
四
期
＝
10
月
31
日
�
ま
で
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介
護
保
険
利
用
者
へ

給
付
費
を
通
知

東
大
室
地
区
で

都
市
計
画
を
決
定

ご
利
用
く
だ
さ
い

納
税
は
口
座
振
替
で

相
談
窓
口
あ
り
ま
す

木
造
住
宅
の
耐
震
性

解
体
工
事
現
場
を

建
築
パ
ト
ロ
ー
ル

（六供町） 
明治38年10月11日生まれ 

都市計画の決定

都市計画の
種別 位置 面積

東大室地区
地区計画

東大室町
の一部

約３．７ha

城南工業団
地公園

約１．１ha
を約１．３
haに拡張ゆかりの詩碑を巡ります

本
市
ゆ
か
り
の
詩
人
・
萩
原
朔

太
郎
、
山
村
暮
鳥
、
高
橋
元
吉
ら

の
詩
碑
な
ど
を
バ
ス
で
巡
り
ま
す
。

日
時
＝
11
月
１
日
�
午
前
８
時
40

分
、
Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
南
口
集
合

コ

ー
ス
＝
井
上
武
士
碑
�
前
橋
刑
務

所
�
Ｊ
Ｒ
新
前
橋
駅
�
萩
原
恭
次

郎
詩
碑
�
山
村
暮
鳥
詩
碑
�
高
橋

元
吉
詩
碑
�
関
口
雨
亭
句
碑
�
平

井
晩
村
詩
碑
�
広
瀬
川
河
畔
（
竹
内

茂
登
子
歌
碑
な
ど
）
�
萩
原
朔
太
郎

記
念
館
�
政
淳
寺
（
萩
原
朔
太
郎
墓

地
）�
広
瀬
川
河
畔（
萩
原
朔
太
郎
・

伊
藤
信
吉
詩
碑
、
東
宮
七
男
詩
碑
）

�
前
橋
文
学
館
�
中
央
前
橋
駅
　
対

象
＝
一
般
、
三
十
五
人
（
抽
選
）

参
加
費
＝
千
円
（
昼
食
代
含
む
）

申
し
込
み
＝
10
月
24
日
�
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
一
人
一
通
）。
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
市
役
所
商
業
観
光
課

「
詩
碑
め
ぐ
り
係
」（
�
８
９
０
―
６

６
０
６
）
へ

10
月
の
納
税

市政TV

群馬テレビ・毎月第４火曜 
午前11時35分から7分間 


